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【令和４年　第４回（１２月）　定例会】

12月
定例会

本
会
議
（
12
月
６
日
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、そ
れ
ぞ
れ
８
千
２
０
７

万
７
千
円
を
追
加
し
、総
額

を
１
２
１
億
３
千
４
９
７

万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

【
補
正
内
容
】

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施

に
必
要
な
経
費
。

（
９
月
30
日
に
専
決
処
分
）

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

●
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
６
号
）

●
王
寺
町
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
施
行

条
例
の
制
定

●
王
寺
町
情
報
公
開
及
び

個
人
情
報
保
護
審
査
会

条
例
の
制
定

●
王
寺
町
議
会
議
員
及
び

王
寺
町
長
の
選
挙
に
お

け
る
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
及
び
特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
及
び
王

寺
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
王
寺
町
公
民
館
使
用
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

【
く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会
】

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●
王
寺
町
子
ど
も
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

会　期　令和４年１２月６日～１５日（１０日間）
専決処分事項の報告（２件）、人事案件（１件）、補正予算（３件）、
条例制定（３件）、条例改正（６件）、契約議決（１件）、和解・損害
賠償（１件）、変更契約（２件）、訴えの提起（１件）、意見書（１件）

【計２１件】

専
決
処
分
事
項
の
報
告

委
員
会
付
託
案
件

和
解
・
損
害
賠
償

令
和
４
年
度
王
寺
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）に
つ
い
て

【
原
案
承
認
】

契
約
議
決

泉
の
広
場
防
災
公
園
整

備
工
事（
第
１
期
）の
請

負
契
約
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

和
解
及
び
損
害
賠
償
の

額
の
決
定
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

　
現
・
人
権
擁
護
委
員
で

あ
る
大
西
　
い
つ
子
氏
、

小
笠
原
　
武
氏
を
引
き
続

き
、委
員
と
し
て
推
薦
す

る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

【
任
期
】令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31

日
ま
で
。

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て【

原
案
推
薦
】

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
２
５

万
７
千
円
を
追
加
し
、総
額

を
１
２
３
億
３
千
６
２
３

万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

【
補
正
内
容
】

　
国
の
補
正
予
算
を
受
け
、

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の

価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
方
々
へ
の
支
援
と

し
て
、住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
し
て
１
世
帯
当

た
り
５
万
円
を
支
給
す
る

た
め
に
必
要
な
経
費
、ま

た
、生
活
支
援
及
び
消
費

喚
起
に
よ
る
地
域
経
済
活

性
化
の
た
め
、「
雪
丸
振
興

券
」２
千
５
０
０
円
分
を

全
住
民
に
交
付
す
る
た
め

に
必
要
な
経
費
。

（
10
月 

11
日
に
専
決
処
分
）

令
和
４
年
度
王
寺
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）に
つ
い
て

【
原
案
承
認
】

本
会
議
（
12
月
15
日
）

【
議
会
改
革
特
別
委
員
会
】

（
第
14
回
委
員
会
）

開
催
日
　
12
月
９
日

①
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
た

「
議
会
業
務
継
続
計
画

（
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」に
つ
い
て

協
議
。策
定
済
の
王
寺
町

地
域
防
災
計
画
や
王
寺

町
業
務
継
続
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

委
員
の
意
見
を
反
映
さ

せ
、原
案
を
策
定
。今
後

は
、大
規
模
災
害
等
が
発

生
し
た
場
合
に
議
会
と
し

会
期
中
の
報
告

　
事
後
審
査
型
条
件
付
一
般

競
争
入
札
の
結
果
、㈱
中
川

組
が
落
札
し
、１
億
６
千
３

９
０
万
円（
消
費
税
込
）で

契
約
す
る
も
の
。

　
令
和
元
年
８
月
17
日
、

緑
ヶ
丘
自
治
会
主
催
の
盆

踊
り
大
会
終
了
後
、相
手

方
が
側
溝
の
開
口
部
に
転

落
し
負
傷
。令
和
３
年
４

月
９
日
、相
手
方
は
損
害

賠
償
請
求
事
件
と
し
て
訴

状
を
提
出
。以
後
、裁
判
を

行
っ
て
き
た
が
、裁
判
所

か
ら
和
解
案
が
提
示
さ
れ

た
た
め
、損
害
賠
償
額
を

１
千
２
０
０
万
円
（
全
額
、

保
険
金
対
応
）と
定
め
、和

解
条
項
に
基
づ
き
相
手
方

と
和
解
す
る
も
の
。
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【
提
出
者
】

　
　 

玉
守
　
数
叔
　
議
員

　
王
寺
町
議
会
が
保
有
す

る
個
人
情
報
は
、「
王
寺
町

個
人
情
報
保
護
条
例
」で
保

護
し
て
い
る
が
、「
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、地
方
議
会
は
新
た
に
条

例
を
制
定
す
る
必
要
が
あ

る
。よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
と

同
様
に
王
寺
町
議
会
に
お

け
る
個
人
情
報
を
保
護
し
、

そ
の
取
扱
い
に
お
い
て
執

行
機
関
と
差
異
が
生
じ
る

こ
と
が
無
い
よ
う
に
す
る

た
め
、新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。

【
提
出
者
】

　
　
若
林 

か
ず
み
　
議
員

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
の
た
め
制
定
さ
れ
た

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」の
も
と
、町
議
会
に
お

い
て
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
実
現
に
向
け
た
取
組
み

を
明
確
に
す
る
た
め
、条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

条
例
制
定

王
寺
町
議
会
の
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
　

【
原
案
可
決
】

【
提
出
者
】

　
幡
野
　
美
智
子
　
議
員

※
意
見
書（
５
ペ
ー
ジ
）

意 

見 

書

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導

入
の
延
期
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て
　

【
原
案
可
決
】

条
例
改
正

王
寺
町
議
会
基
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
　

【
原
案
可
決
】

　
令
和
４
年
11
月
１
日
付

け
で
香
芝
･
王
寺
環
境
施

設
組
合
か
ら
王
寺
町
に
対

し
、香
芝
市
の
事
業
と
し
て

既
に
整
備
を
終
え
た「
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」

と
香
芝
市
尼
寺
地
内
の「
道

路
新
設
事
業
」に
係
る
組
合

分
担
金
の
請
求
が
あ
っ
た

が
、そ
の
根
拠
と
な
る「
香

芝
・
王
寺
環
境
施
設
組
合

事
務
処
理
に
係
る
条
例
」が

地
方
自
治
法
及
び
地
方
財

政
法
に
違
反
す
る
こ
と
か

　
大
鉄
工
業
㈱
奈
良
営
業

所
と
締
結
さ
れ
た
契
約

（
６
月
７
日
に
議
決
）を
変

更
す
る
も
の
。

【
変
更
理
由
】

　
工
事
着
手
後
、塗
装
成

分
に
鉛
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
、塗
料
の

撤
去
に
か
か
る
環
境
安
全

対
策
、安
全
衛
生
保
護
具

及
び
処
分
費
等
の
追
加
工

事
を
行
う
た
め
。

【
変
更
契
約
金
額
】

　
当
初
契
約
金
額
７
千
３

４
８
万
円
に
１
千
１
４
４

万
円
を
増
額
し
、変
更
後

の
契
約
金
額
を
８
千
４
９

２
万
円
と
す
る
も
の
。

変
更
契
約

久
度
大
橋
修
繕
工
事
請

負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

訴
え
の
提
起

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

　
㈱
楠
本
工
務
店
王
寺
営

業
所
と
締
結
さ
れ
た
契
約

（
６
月
17
日
に
議
決
）を
変

更
す
る
も
の
。

【
変
更
理
由
】

　
外
壁
タ
イ
ル
の
改
修
に

つ
い
て
、足
場
組
立
後
に
建

物
全
体
の
タ
イ
ル
浮
き
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、ひ

び
割
れ
や
欠
け
、浮
き
が
想

定
よ
り
多
く
認
め
ら
れ
、当

初
設
計
数
量
よ
り
増
加
し

た
た
め
。

【
変
更
契
約
金
額
】

　
当
初
契
約
金
額
６
千
４

万
９
千
円
に
１
千
６
９
９

万
７
千
２
０
０
円
を
増
額

し
、変
更
後
の
契
約
金
額
を

７
千
７
０
４
万
６
千
２
０

０
円
と
す
る
も
の
。

王
寺
ア
リ
ー
ナ
屋
上
防
水

･
外
壁
改
修
工
事
請
負
契

約
の
変
更
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

て
の
機
能
を
十
分
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、随

時
、計
画
内
容
の
確
認
、見

直
し
を
行
っ
て
い
く
。

②
継
続
審
議
と
な
っ
て
い

た「
王
寺
町
議
会
基
本
条

例
の
一
部
改
正
」に
つ
い

て
協
議
。議
会
と
し
て
、

男
女
共
同
参
画
を
効
果

的
か
つ
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
に
、議
会
基
本

条
例
の
活
動
原
則
に「
男

女
共
同
参
画
に
努
め
る

こ
と
」を
明
記
し
、か
つ

「
男
女
が
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
」

を
加
え
た
改
正
案
を
本

会
議
に
提
出
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

【
義
務
教
育
学
校
特
別
委
員
会
】

（
第
14
回
委
員
会
）

開
催
日
　
12
月
12
日

①
王
寺
南
義
務
教
育
学
校

大
規
模
改
造
工
事
の
視
察

を
行
い
、畠
田
学
舎
及
び

太
子
学
舎
の
特
別
教
室
等

の
整
備
状
況
を
確
認
。

②
王
寺
北
義
務
教
育
学
校

二
次
造
成
工
事
等
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
。

【
報
告
内
容
】

　
造
成
工
事
に
か
か
る
準

備
工
事
と
併
行
し
て
、旧
王

寺
中
学
校
校
舎
等
の
解
体

工
事
が
進
め
ら
れ
、南
校
舎

及
び
屋
内
運
動
場
の
解
体

が
ほ
ぼ
完
了
。
11
月
末
現
在

で
、解
体
工
事
の
進
捗
率
は

約
45
％
。

③
義
務
教
育
学
校
が
行
う

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト

（
教
職
員
、児
童
生
徒
及
び

保
護
者
向
け
）に
つ
い
て
。

【
報
告
内
容
】

　
義
務
教
育
学
校
が
め
ざ

す
教
育
目
標
で
あ
る「
学
び

の
道
し
る
べ
」を
踏
ま
え
、各

学
校
で
原
案
を
作
成
の
上
、

評
価
検
討
委
員
会
で
精
査

し
、決
定
。12
月
に
各
学
校
で

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
と
り
ま
と
め
、１
月
に
評

価
検
討
委
員
会
で
分
析
し
、

令
和
５
年
度
の
学
校
運
営

の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
。

ら
、同
組
合
に
対
す
る
債

務
不
存
在
確
認
の
訴
え
を

奈
良
地
方
裁
判
所
に
提
起

す
る
も
の
。
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議　　案　　名 結　果

原案可決

賛成＝〇　反対＝●　欠席＝欠　（議長は採決に加わらない）起立採決の議案

【第４回定例会】議決結果（１２月６日・１５日）

幡
野

　美
智
子

楠

本

　
勝

鎌
倉

　
文
枝

松
岡

　ま
さ
ゆ
き

沖

　
優

子

大
久
保

　一
敏

小
山

　
郁
子

北
村

　
達
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全会一致の議案
議　　案　　名 結　果

原案推薦

原案承認

原案可決

（報第１０号）
（報第１１号）
（議第４８号）
（議第４９号）
（議第５０号）
（議第５１号）
（議第５３号）

（議題５４号）

（議題５５号）

（議題５６号）

（議第５７号）
（議第５８号）
（議第５９号）
（議第６０号）
（議第６１号）
（議第６２号）
（議第６３号）
（発議第１１号）
（発議第１２号）
（発議第１３号）

【専決処分事項の報告】令和４年度王寺町一般会計補正予算（第４号）について
【　　　　〃　　　　】令和４年度王寺町一般会計補正予算（第５号）について
人権擁護委員の推薦について
令和４年度王寺町一般会計補正予算（第６号）について
令和４年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について
令和４年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について
王寺町情報公開及び個人情報保護審査会条例の制定について

王寺町公民館使用条例の一部を改正する条例について
王寺町子ども医療費助成条例の一部を改正する条例について
泉の広場防災公園整備工事（第１期）の請負契約について
和解及び損害賠償の額を定めることについて
久度大橋修繕工事請負契約の変更について
王寺アリーナ屋上防水･外壁改修工事請負契約の変更について
訴えの提起について
王寺町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について
王寺町議会基本条例の一部を改正する条例について
インボイス制度の導入の延期を求める意見書について

王寺町議会議員及び王寺町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する
条例について

王寺町議会議員の議員報酬等に関する条例及び特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例の一部を改正する条例について

一般職の職員の給与に関する条例及び王寺町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例について

討　論

王寺町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

反対討論 幡野　美智子　議員

「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律」において、住民のプライバシーを匿名
加工とはいえ、民間も含め個人の情報を利活用していくことで、個人情報が流失し、個人が特定される可能
性がある。住民のプライバシーや預かっている個人情報を守る責任を自治体は負っており、その責任を負い
きれるのか疑念があることから、原案に反対する。

賛成討論 若林　かずみ　議員

本条例については、法改正を受けて各地方公共団体に求められている例規整備を行うものであり、個人情
報の適正な取り扱い、事務の適正かつ円滑な運営を図るためにも、当然必要となる条例整備であると理解し
ていることから、原案に賛成する。

（議第５２号） 王寺町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 〇 〇 欠 〇 ● 〇 〇 〇 欠 欠 ●

本会議トピックス
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王寺町文化福祉センター 王寺アリーナ

■本会議において、下記の意見書の提出が可決されました。

インボイス制度の導入の延期を求める意見書

可決した事業の進捗状況

意 見 書

　２０１９年１０月の消費税１０％への引き上げにともない、２０２３年１０月よりインボイス制度（適格
請求書等保存方式）が実施されることになった。インボイス制度は、仕入税額控除を受けるための新たな改
正である。昨年１０月１日からインボイス発行事業者の登録申請が始まった。
　これまで、基準期間の課税売上高が、１０００万円以下であれば消費税の納税は免除されていたが、イン
ボイス制度の登録事業者になれば売上高にかかわらず納税義務が発生する。一方、消費税の仕入税額控除を
受けるためには、登録事業者の発行する適格請求書が必要となる。そのため、免税事業者は取引を避けられ
かねず、登録をしてもしなくても、中小事業者、個人事業主などには従前に比べて負担がかかることになる。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、中小事業者が経営難に苦しみつつも事業継続、雇用維持に懸命に取
り組んでいる中、インボイス制度の導入により更なる負担が課されることになれば、経営意欲を失い、廃業
を選択する中小事業者が増加し、コロナ禍からの経済再生を阻害することにもつながりかねない。
　全国商工会連合会や日本商工会議所、全国中小企業団体中央会、日本税理士会連合会をはじめ様々な団体・
個人からも制度の廃止や実施延期を求める声が上がっている。
　よって、政府においては、中小事業者や個人事業主の事業存続と再生、ひいては日本経済振興のため、イン
ボイス制度の導入の延期を強く求めるものである。
　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。
　　令和４年１２月１５日

王寺町議会

（意見書提出先）衆議院議長･参議院議長･内閣総理大臣･総務大臣･財務大臣･経済産業大臣･内閣官房長官

　令和 4 年 6 月 1 7 日の本会議で可決した「王寺町文化福祉センター屋上防水・外壁改修工事の
請負契約」と「王寺アリーナ屋上防水・外壁改修工事の請負契約」の進捗状況 (1 月末時点）。
工事終了予定は令和 5 年 3 月。なお、工事による休館はしていない。

2023年（令和5年）2月　王寺町議会だより　第144号
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【補正予算】

【条例制定】

令和４年度王寺町一般会計補正予算(第６号)について 【全会一致　可決】

今年度中に不要物品等を処分し､来年度から館の解体計画及び工事を行う。

旧中央公民館解体のスケジュールは？

こんな意見がありました

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ､６千８４万円を追加し､総額を１２３億９千７０７万４千円とする
もの(歳入・歳出の増減については､主なものを掲載 )。

【主な歳入】
〇町税 (＋１億４８８万円 )
•個人町民税、固定資産税、軽自動車税、町たばこ税、都市計画税
〇使用料及び手数料 (＋１千４７３万９千円 )
•王寺駅北地下他自転車駐車場使用料、王寺駅南駐車場使用料
〇繰入金 (△７千９４５万７千円 )
•財政調整基金
〇町債 (＋１千９０万円 )
•久度大橋改修事業債、防災情報伝達機器整備事業債　　　

【主な歳出】
•人事院勧告等による職員人件費 (＋１千５７８万５千円 )
•環境衛生事務事業〔地球温暖化対策実行計画策定国庫補助不採択に伴う減〕(△８８０万円 )
•塵芥処理一般事務事業〔塵芥車購納期遅延のため〕(△８４０万円 )
•道路新設改良事業〔久度大橋改修に伴う追加工事分〕(＋１千１００万円 )
•まちづくり総務一般事務事業〔旧中央公民館解体に向けた不要物品等処分〕(＋１千１万５千円 )
•体育施設管理事業〔夏期町営プール利用中止のため〕(△８２６万４千円 )
•各事業〔光熱水費の増〕(＋２千６４万１千円 )

王寺町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 【挙手多数　可決】
【趣旨】
　｢デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律｣が公布され､｢個人情報の
保護に関する法律｣が改正されたことに伴い､王寺町においても条例で定めなければならない
事項等について､新たに制定するもの。

【主な内容】
•個人情報取扱事務登録簿の作成･公表
•開示決定等の期限に関する特例
•開示請求に係る手数料等

【施行日】 令和５年４月１日

国が「デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律」を公布したことで、官
民の情報連携が可能となった。個人情報は匿名加工が行われるということであるが、情報の利活
用により個人情報が判別されないか懸念している。

リーベル王寺東館もしくは西館で検討を行っている。

旧中央公民館屋上にある消防サイレンの移設先は？

委員会のうごき
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王寺町情報公開及び個人情報保護審査会条例の制定について 【全会一致　可決】
【趣旨】
　王寺町情報公開条例に規定されている王寺町情報公開及び個人情報保護審査会の規定を独立させ､廃
止する王寺町個人情報保護条例の規定を盛り込んだ新たな条例を制定するもの。

【主な内容】
•王寺町情報公開及び個人情報保護審査会の設置
•審査会の調査権限
•審査請求に係る調査審議手続の非公開

【施行日】 令和５年４月１日

【条例改正】

王寺町議会議員及び王寺町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を
改正する条例について 【全会一致　可決】

【趣旨】
　公職選挙法施行令の一部改正により､政令で定める額に準じて､町議会議員及び町長の選挙における選
挙運動用自動車の使用等に係る公費負担の限度額を引き上げるもの。

【主な内容】
•選挙運動用自動車：自動車の借入金額　１万６千１００円 (＋３００円 )
　　　　　　　　　　供給した燃料の代金　７千７００円 (＋１４０円 )
•選挙運動用ビラ１枚当たりの作成単価　７円７３銭 (＋２２銭 )
•選挙運動用ポスター：単価の限度額＝{(Ａ)×ポスター掲示場数＋(Ｂ)｝÷ポスター掲示場数
　　　　　　　　　　　(Ａ) 選挙運動用ポスター１枚当たりの作成単価　５４１円３１銭 (＋１６円２５銭 )
　　　　　　　　　　　(Ｂ) 基礎額　３１万６千２５０円 (＋５千７５０円 )

【施行日】 公布の日

一般職の職員の給与に関する条例及び王寺町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例について 【全会一致　可決】

【趣旨】
　令和４年の人事院勧告を受け､国家公務員において､一般職の職員の給与に関する法律の一部が改正さ
れたことに伴い､これに準じ､本条例の一部を改正するもの。

【主な内容】
•月例給　一般職の職員：初任給及び若年層の基本給を引き上げる。
　　　　　会計年度任用職員：職員の給料表に準じて改正する。
•賞　与　一般職の職員：０．１０月分引き上げる。　（改正前）年４．３０月分　→　（改正後）年４．４０月分
　　　　　再任用職員　：０．０５月分引き上げる。　（改正前）年２．２５月分　→　（改正後）年２．３０月分

【施行日】 
　•月例給　公布の日(令和４年４月１日から遡及適用)
　•賞　与　令和４年度に係る勤勉手当：公布の日(令和４年４月１日から遡及適用)
　　　　　　令和５年度に係る勤勉手当：令和５年４月１日

王寺町議会議員の議員報酬等に関する条例及び特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例の一部を改正する条例について 【全会一致　可決】

【趣旨】
　令和４年の人事院勧告を受けて､一般職の国家公務員の給与改定に準じ､特別職の職員の給与に関する
法律の一部が改正されたことに伴い､標記２条例の一部を改正するもの。

【主な内容】
•期末手当の支給月額を年間で０．０５月分引き上げる。　（改正前）年３．２５月分　→　（改正後）年３．３０月分

【施行日】
　•令和４年度に係る期末手当：公布の日(令和４年４月１日から遡及適用)
　•令和５年度に係る期末手当：令和５年４月１日

2023年（令和5年）2月　王寺町議会だより　第144号

7



王寺町公民館使用条例の一部を改正する条例について 【全会一致　可決】
【趣旨】

　王寺南公民館大ホールの観覧席をコロナ禍でも安心してイベントを観覧していただけるよう抗菌・抗
ウイルス加工を施した上で座席幅をゆったりとした座席に改修したことに伴い､収容人員が変更になった
ため､本条例の一部を改正するもの。

【内容】
•収容人員：（改正前） ６６８人　→　（改正後） ５８６人

【施行日】 公布の日

【報告事項】
町民ワークショップの開催報告
【概要】

•町内３カ所(やわらぎ会館、いずみスクエア、文化福祉センター)で１０月１日､２日に開催｡参加者合計は７６名。
•｢参画･協働､コミュニティ｣｢土地利用､住宅環境｣｢防災｣｢教育｣｢観光･交流｣等､様々な分野についての意見があった。

昭和５７年水害４０年企画冊子の作成について
【概要・今後の活用】

•今年は､昭和５７年水害から４０年を迎える区切りの年となることから､王寺駅周辺一帯が浸水した当
時の状況を漫画で描き､当時の惨状を知っていただくもの。

•過去に発生した地域の自然災害や今後想定される災害について､義務教育学校４年生の学習教材とする
予定。

王寺アリーナ屋上防水・外壁改修工事請負契約の変更について
【概要】

•外壁タイルの改修について､足場組立後に建物全体のタイル浮き調査を実施したところ､ひび割れや欠
け､浮きが想定より多く認められ､当初設計数量より増加したことから契約金額の変更を行うもの。

【契約金額の変更】
•既存の契約金額６千４万９千円に１千６９９万７千２００円を増額し､変更後の契約金額を７千７０４

万６千２００円とするもの。

張替えをしないタイルと張替えた新設タイルともに、接着強度テストを実施した結果、基準以上
の強度が得られており、３０年程度の長寿命化を見込んでいる。今後は外壁等の劣化状況を確認
しながら、王寺町公共施設等総合管理計画に反映させていく。

今回の改修で張替えをしないタイルは、次の改修までどのように見込んでいるのか？

（12月15日の本会議で契約議決）

町営プールの在り方
【舟戸町営プールの継続､廃止について】

•費用対効果や立地面､利便性等の理由から､舟戸児童公園内や別の場所での再整備は難しく､民間プール
との提携も実施困難である。王寺町公共施設等総合管理計画の中でも､｢現施設を使用可能な限り存続
はするものの､近隣市町にあるプールを利用することで､廃止も含めて検討を行う｣としている。

【審議経過】
•１１月２９日に開催された社会教育委員兼公民館運営審議会で説明し､審議会の委員から多くの意見をいた

だき､審議会としては､｢さらに議論を深めるため､それぞれの団体に持ち帰り意見を聞くこととし､来年度は
県営ファミリープールの利用助成を継続したうえで､施設の在り方については､議論を重ねる｣との見解。
今後､町としては､広域利用としての県営ファミリープール利用助成や､学校プール地域開放に向け､検討
を進めることに加えて､泉の広場防災公園の中に幼児向けの親水空間の整備を予定している。

町営プールとして、舟戸町営プールと義務教育学校太子学舎のプールの２施設を開設しており、
トータルとして年間 約1千万円の費用がかかっていた。

町営プールのランニングコストは？

委員会のうごき
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【補正予算】

【報告事項】

令和４年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算(第1号)について【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

新型コロナウイルスワクチンの接種状況

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ､１千４２０万５千円を追加し､総額を２４億５千５２０万５千円
とするもの。
【主な歳入】　一般会計繰入金 (＋３５１万８千円 )　など
【主な歳出】　保健事業費〔保険者努力支援交付金の精算に伴う返還金〕(＋１２０万９千円 )　など

令和4年度王寺町後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号)について 【全会一致　可決】
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ､１３５万６千円を追加し､総額を４億７千２３５万６千円とするもの。
【主な歳入】　繰越金〔前年度繰越金〕(＋１１３万５千円 )　など
【主な歳出】　後期高齢者医療広域連合納付金〔前年度保険料送達分〕(＋１１３万５千円 )　など

【条例改正】
王寺町子ども医療費助成条例の一部を改正する条例について

　助成対象年齢を現行の「中学生まで」から「高校生世代まで」に拡大することにより､子どもの健
康保持と子育て世帯の経済的負担のさらなる軽減を図るもの。
【主な内容】

　・助成対象年齢の拡大　( 改正前 )「１５歳」に達する日以後の最初の３月３１日まで　
　　　　　　　　　  →　( 改正後 )「１８歳」に達する日以後の最初の３月３１日まで
【施行日】　令和５年４月１日

　委員会開催日直近の「オミクロン株対応ワクチンの接種状況」､｢小児接種｣(５～１１歳）､
｢乳幼児接種｣(生後６カ月～４歳)の接種状況について説明を受ける。

令和４年度王寺町公共下水道事業及び上水道事業の進捗状況

町公式 LINE や町ホームページ、広報紙で周知しているほか、対象者全員に接種券と案内
文書を郵送している。

乳幼児接種の対象者への周知方法は？

一概には言えないが、コロナに対する意識の低下や、現時点では行動制限もなく、罹患し
ても軽症で済むと受け取られて いる。その結果、コロナに対する警戒が弱くなっている
のが原因ではないかと推察している。　

若い世代の接種率が低い原因は？

元町２丁目地内配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕１工区
元町２丁目地内配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕２工区
前田橋架け替え工事に伴う配水管仮設工事
葛下３丁目地内配水管移設工事
久度３丁目地内配水管改良工事
王寺２丁目地内配水管改良工事
葛下２丁目地内配水管改良工事（その１）（その２）

状 況

完 了

施工中

工 事 完 了

進捗率　30％
進捗率　30％
進捗率　90％

工 事 名 進 捗 状 況

（※）就労等により保護者の扶養から外れた場合は対象外

2023年（令和5年）2月　王寺町議会だより　第144号
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王寺町公民館使用条例の一部を改正する条例について 【全会一致　可決】
【趣旨】

　王寺南公民館大ホールの観覧席をコロナ禍でも安心してイベントを観覧していただけるよう抗菌・抗
ウイルス加工を施した上で座席幅をゆったりとした座席に改修したことに伴い､収容人員が変更になった
ため､本条例の一部を改正するもの。

【内容】
•収容人員：（改正前） ６６８人　→　（改正後） ５８６人

【施行日】 公布の日

【報告事項】
町民ワークショップの開催報告
【概要】

•町内３カ所(やわらぎ会館、いずみスクエア、文化福祉センター)で１０月１日､２日に開催｡参加者合計は７６名。
•｢参画･協働､コミュニティ｣｢土地利用､住宅環境｣｢防災｣｢教育｣｢観光･交流｣等､様々な分野についての意見があった。

昭和５７年水害４０年企画冊子の作成について
【概要・今後の活用】

•今年は､昭和５７年水害から４０年を迎える区切りの年となることから､王寺駅周辺一帯が浸水した当
時の状況を漫画で描き､当時の惨状を知っていただくもの。

•過去に発生した地域の自然災害や今後想定される災害について､義務教育学校４年生の学習教材とする
予定。

王寺アリーナ屋上防水・外壁改修工事請負契約の変更について
【概要】

•外壁タイルの改修について､足場組立後に建物全体のタイル浮き調査を実施したところ､ひび割れや欠
け､浮きが想定より多く認められ､当初設計数量より増加したことから契約金額の変更を行うもの。

【契約金額の変更】
•既存の契約金額６千４万９千円に１千６９９万７千２００円を増額し､変更後の契約金額を７千７０４

万６千２００円とするもの。

張替えをしないタイルと張替えた新設タイルともに、接着強度テストを実施した結果、基準以上
の強度が得られており、３０年程度の長寿命化を見込んでいる。今後は外壁等の劣化状況を確認
しながら、王寺町公共施設等総合管理計画に反映させていく。

今回の改修で張替えをしないタイルは、次の改修までどのように見込んでいるのか？

（12月15日の本会議で契約議決）

町営プールの在り方
【舟戸町営プールの継続､廃止について】

•費用対効果や立地面､利便性等の理由から､舟戸児童公園内や別の場所での再整備は難しく､民間プール
との提携も実施困難である。王寺町公共施設等総合管理計画の中でも､｢現施設を使用可能な限り存続
はするものの､近隣市町にあるプールを利用することで､廃止も含めて検討を行う｣としている。

【審議経過】
•１１月２９日に開催された社会教育委員兼公民館運営審議会で説明し､審議会の委員から多くの意見をいた

だき､審議会としては､｢さらに議論を深めるため､それぞれの団体に持ち帰り意見を聞くこととし､来年度は
県営ファミリープールの利用助成を継続したうえで､施設の在り方については､議論を重ねる｣との見解。
今後､町としては､広域利用としての県営ファミリープール利用助成や､学校プール地域開放に向け､検討
を進めることに加えて､泉の広場防災公園の中に幼児向けの親水空間の整備を予定している。

町営プールとして、舟戸町営プールと義務教育学校太子学舎のプールの２施設を開設しており、
トータルとして年間 約1千万円の費用がかかっていた。

町営プールのランニングコストは？

委員会のうごき
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県域水道一体化について
【概要】

•１１月２９日に｢第５回奈良県広域水道企業団設立準備協議会｣が開催され､基本計画（案）の概要､今後の
スケジュールについて説明があり､協議会あてに一体化参加について書面回答する旨の報告を受ける。

令和４年度町内要望土木工事の進捗状況
【進捗率】　全体：９３％

•内訳　道路新設改良工事：５０％､舗装新設改良工事：９７％､道路維持修繕工事：９４％
　　　　水路新設改良工事：５０％､水路維持修繕工事：９７％

葛下内水対策貯留池整備事業(２期工事)の契約締結について（※奈良県事業）
【概要】

•奈良県が葛下内水対策貯留池整備事業の２期工事分の契約を締結。契約内容､契約業者､契約金額､契約
日､工期､工事概要について報告を受ける。

•１期工事の変更内容として､掘削法面の崩壊があり､面している町道中島４号線の沈下が見受けられた
ため､崩壊を防ぐ対策として､土留め矢板の設置を追加したとのこと。これにより､１期工事で予定して
いた底版コンクリートが施工できなかったため､３期工事において施工する予定。

王寺町男女共同参画計画等策定の進捗状況について
【概要】

•国の第５次男女共同参画基本計画の内容を踏まえつつ､計画的に男女共同参画を進めていくために策定。
•計画期間：令和５年度～令和１４年度

【今後の予定】
•１２月２２日開催の策定委員会で審議の後､町長答申。令和５年３月に計画策定が完了。

【その他所管事項】
新型コロナワクチン　ロットシール貼り間違え事象の発生について
・令和4年12月３日、４日の集団接種会場で接種された方（902名分）について、ワクチンのロットシールの貼り間違えがあった。
・該当者へお詫びの連絡のほか、記録システムのデータを修正の上、正しいロットシールと新しく発行した接種証明

書を郵送する。
・ワクチンそのものに誤りはなく、品質・有効性ともに問題はないため、今回の間違いによる健康被害はない。

町長を含む参事以上の職員１５名､同会議幹事会は課長級の職員２４名で構成。

計画を推進する男女共同参画推進会議と同会議幹事会の構成員は？

王寺駅周辺地区のまちづくりに関する連携協定の締結及び覚書の交換について

【概要】
•締結団体 ： 奈良県･地方独立行政法人奈良県立病院機構･王寺町･西日本旅客鉄道株式会社
•締  結  日 ：１０月２８日
•協定内容 ： 地域と鉄道の連携による相互の持続的発展に向け､４者が相互に連携･協力しながら､王寺駅

　　　　　周辺のまちづくりに関する取組を推進（西和医療センター移転･王寺駅南駅前広場再整備）。

奈良県は新病院の開院を令和１３年度中に目指しているため､町が実施する駅前広場の再整備も､
令和 13 年を目途に事業完了させたい。

王寺駅周辺のまちづくりのスケジュールは？

今回の連携協定によりＪＲ所有地の調査や測量が可能となったので､その結果を踏まえ､今後検討していく。

駐車・駐輪機能や駅前広場の構想等については？

Q & A

委員会のうごき
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２月２７日（月）　
  ９時３０分 議会運営委員会

  １０時００分 本会議（施政方針等）
２月２８日（火）

 ９時３０分 本会議（一般質問）
３月２日（木）

 ９時３０分 総務文教常任委員会
３月３日（金）

 ９時３０分 くらし環境常任委員会
３月６日（月）･７日（火）

 ９時３０分 当初予算審査特別委員会
３月７日（火）

　１３時００分 義務教育学校特別委員会
３月１０日（金）

 ９時３０分 議会運営委員会
  １０時００分 本会議

議会を傍聴してみませんか
（令和５年第１回定例会の予定）

場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付し入場して下さい。

（開始５分前までに受付を済ませて下さい。）

各委員会

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場してください。本会議

～～  一 般 質 問  ～～

※変更の場合は、王寺町公式サイトでお知らせいたします。

（新型コロナウイルス感染症対策）
①傍聴の際は、手指消毒､マスク着用､検温にご協力願います。
　（体調がすぐれない時は傍聴をお控え願います。）
②傍聴席の制限を行っています。
　（本会議１０名以内・各委員会５名以内）
③本会議については、インターネット中継を積極的に
　ご活用下さい。

議員が本会議で町の一般事務や将来に対する方
針などについて質問することです。
本紙では、質問及び答弁の要
旨を掲載いたします。なお、右
記のＱＲコードを読み取り、ア
クセスいただきますと、一般質
問の録画映像を視聴すること
ができます。
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Ｒ
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２
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　①
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和
元
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は
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王
寺
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の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

傍聴について

Q & A（質問議員 ８名）

令和４年第４回定例会
（令和４年１２月７日）

一般質問

楠本 勝 議員
（無所属）
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県域水道一体化について
【概要】

•１１月２９日に｢第５回奈良県広域水道企業団設立準備協議会｣が開催され､基本計画（案）の概要､今後の
スケジュールについて説明があり､協議会あてに一体化参加について書面回答する旨の報告を受ける。

令和４年度町内要望土木工事の進捗状況
【進捗率】　全体：９３％

•内訳　道路新設改良工事：５０％､舗装新設改良工事：９７％､道路維持修繕工事：９４％
　　　　水路新設改良工事：５０％､水路維持修繕工事：９７％

葛下内水対策貯留池整備事業(２期工事)の契約締結について（※奈良県事業）
【概要】

•奈良県が葛下内水対策貯留池整備事業の２期工事分の契約を締結。契約内容､契約業者､契約金額､契約
日､工期､工事概要について報告を受ける。

•１期工事の変更内容として､掘削法面の崩壊があり､面している町道中島４号線の沈下が見受けられた
ため､崩壊を防ぐ対策として､土留め矢板の設置を追加したとのこと。これにより､１期工事で予定して
いた底版コンクリートが施工できなかったため､３期工事において施工する予定。

王寺町男女共同参画計画等策定の進捗状況について
【概要】

•国の第５次男女共同参画基本計画の内容を踏まえつつ､計画的に男女共同参画を進めていくために策定。
•計画期間：令和５年度～令和１４年度

【今後の予定】
•１２月２２日開催の策定委員会で審議の後､町長答申。令和５年３月に計画策定が完了。

【その他所管事項】
新型コロナワクチン　ロットシール貼り間違え事象の発生について
・令和4年12月３日、４日の集団接種会場で接種された方（902名分）について、ワクチンのロットシールの貼り間違えがあった。
・該当者へお詫びの連絡のほか、記録システムのデータを修正の上、正しいロットシールと新しく発行した接種証明

書を郵送する。
・ワクチンそのものに誤りはなく、品質・有効性ともに問題はないため、今回の間違いによる健康被害はない。

町長を含む参事以上の職員１５名､同会議幹事会は課長級の職員２４名で構成。

計画を推進する男女共同参画推進会議と同会議幹事会の構成員は？

王寺駅周辺地区のまちづくりに関する連携協定の締結及び覚書の交換について

【概要】
•締結団体 ： 奈良県･地方独立行政法人奈良県立病院機構･王寺町･西日本旅客鉄道株式会社
•締  結  日 ：１０月２８日
•協定内容 ： 地域と鉄道の連携による相互の持続的発展に向け､４者が相互に連携･協力しながら､王寺駅

　　　　　周辺のまちづくりに関する取組を推進（西和医療センター移転･王寺駅南駅前広場再整備）。

奈良県は新病院の開院を令和１３年度中に目指しているため､町が実施する駅前広場の再整備も､
令和 13 年を目途に事業完了させたい。

王寺駅周辺のまちづくりのスケジュールは？

今回の連携協定によりＪＲ所有地の調査や測量が可能となったので､その結果を踏まえ､今後検討していく。

駐車・駐輪機能や駅前広場の構想等については？

Q & A

委員会のうごき
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店
舗
の
代
替
地
取
得
と
新
規
バ
ス
路
線

実
現
に
向
け
協
議
を
継
続
し
て
い
く

町
長
の
公
約
で
あ

る
国
道
１
６
８
号

拡
幅
工
事
に
伴
っ
て
、畠

田
駅
進
入
の
道
路
拡
幅
と

駅
前
開
発
の
計
画
が
発
表

さ
れ
、薬
局
の
買
収
、駅
前

の
一
部
民
家
、国
道
に
面

し
た
ガ
レ
ー
ジ
店
舗
の
撤

去
も
進
ん
で
い
る
。ま
た

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、現
在
の
駅
前
整
備

の
状
況
と
駅
前
に
バ
ス
を

導
入
す
る
計
画
の
見
直
し

が
あ
る
の
か
を
伺
う
。

理
事
　
本
事
業
は

平
成
29
年
度
よ
り

駅
前
広
場
整
備
を
進
め
て

お
り
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
金
融
機
関
、駐
輪
場
、

交
番
等
の
配
置
を
想
定
し

て
い
る
。現
在
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
移
転
先
に

つ
い
て
は
地
域
の
皆
様
に

と
っ
て
不
便
と
な
ら
な
い

場
所
を
検
討
さ
れ
て
お
り
、

町
と
し
て
も
店
舗
代
替
地

の
取
得
に
協
力
、連
携
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
畠
田
駅
は
交
通
結
節

点
と
し
て
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
、バ
ス
路
線
網
の

再
編
を
進
め
る
方
針
で
あ

る
。バ
ス
導
入
計
画
に
つ
い

て
は
変
更
せ
ず
、畠
田
駅
を

起
終
点
と
し
た
新
た
な
バ

ス
路
線
や
馬
見
丘
陵
公
園

へ
ア
ク
セ
ス
す
る
路
線
に

つ
い
て
近
隣
の
上
牧
町
、河

合
町
や
奈
良
交
通
を
は
じ

め
関
係
機
関
と
の
協
議
を

継
続
し
て
い
く
。用
地
取
得

に
つ
い
て
は
、駅
前
が
38
％

で
国
道
１
６
８
号
の
本
町

１
丁
目
交
差
点
か
ら
畠
田

４
丁
目
交
差
点
ま
で
の
未

供
用
部
分
は
１
０
０
％
取

得
済
み
で
あ
る
。

【
要
望
】畠
田
駅
前
広
場
か

ら
馬
見
丘
陵
へ
行
く
新
規

バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、住

民
か
ら
賛
同
の
意
見
を
私

自
身
は
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、地
元
の
関
心
は
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
行
先
で

あ
る
。国
道
１
６
８
号
と
畠

田
駅
の
距
離
は
１
０
０
ｍ
弱

で
、駅
前
に
バ
ス
を
導
入
し

な
け
れ
ば
現
在
の
場
所
で

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
営

業
で
き
る
。住
民
の
一
番
の

不
安
を
十
二
分
に
考
慮
し

た
計
画
の
見
直
し
を
要
望

す
る
。

駅
前
金
融
機
関
も
移
転
し
、

現
在
既
に
建
築
中
で
あ
る
。

し
か
し
、地
元
の
住
民
生
活

に
密
着
し
た
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
移
転
先
が

未
だ
進
展
し
て
い
な
い
。町

も
実
現
に
向
け
て
奔
走
し

て
い
る
が
、進
展
す
る
気
配

は
無
く
、困
難
を
極
め
て
い

畠
田
駅
前
の
今
後
の
開
発
に
つ
い
て

大
規
模
修
繕
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、大
型
バ
ス
は

廃
車
し
民
間
委
託
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
買
い
替
え

現
在
、町
が
保
有
す

る
大
型
バ
ス
と
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
は
か
な
り
古

く
、自
動
車
排
気
ガ
ス
規
制

に
対
応
し
て
い
な
い
た
め
、

行
き
先
が
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
バ
ス
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
運
用
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

ク
ロ
バ
ス
（
28
席
）
を
購
入

し
た
。利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、コ
ロ
ナ
前
の
平
成
29
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
の
３

年
間
の
平
均
で
、大
型
バ
ス

が
年
間
70
回
、マ
イ
ク
ロ
バ

ス
が
78
回
の
利
用
が
あ
っ

た
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
２

年
か
ら
現
在
ま
で
は
乗
車

人
数
の
制
限
や
研
修
の
中

止
等
に
よ
り
、大
型
バ
ス
が

年
間
22
回
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス

が
18
回
と
利
用
回
数
が

減
っ
て
い
る
。今
後
の
町
有

バ
ス
の
運
用
の
考
え
方
と

し
て
は
、大
型
バ
ス
に
つ
い

て
は
購
入
か
ら
28
年
が
経

過
し
て
お
り
、自
動
車
排
気

ガ
ス
規
制
に
よ
り
乗
り
入

れ
で
き
な
い
地
域
も
あ
る

こ
と
か
ら
、更
新
を
検
討
す

る
時
期
と
認
識
し
て
い
る

が
、購
入
す
る
と
な
る
と
多

額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、現
行
の
大
型
バ
ス
に

大
規
模
修
繕
が
必
要
と

な
っ
た
時
点
で
廃
車
し
、新

規
購
入
せ
ず
に
民
間
バ
ス

会
社
へ
委
託
す
る
形
で
の

運
用
を
考
え
て
い
る
。ま
た

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
購
入
か

ら
25
年
が
経
過
し
て
い
る

が
、走
行
距
離
は
約
12
万
キ

ロ
程
度
と
少
な
い
た
め
、大

規
模
修
繕
が
発
生
し
な
い

限
り
継
続
し
て
運
行
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。大
規

模
修
繕
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
は
、大
型
バ
ス
と
異
な

り
、
民
間
バ
ス
会
社
へ
の
委

託
よ
り
も
新
車
購
入
の
方
が

費
用
面
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。バ
ス
の
運

用
に
つ
い
て
は
、
現
在
各
種

団
体
に
燃
料
代
や
高
速
道

路
使
用
料
等
の
実
費
負
担

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

大
型
バ
ス
を
民
間
バ
ス
会
社

に
委
託
す
る
と
経
費
は
増
え

る
が
、
利
用
団
体
の
負
担
が

現
状
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
補

助
制
度
の
創
設
も
検
討
し
、

今
後
も
で
き
る
限
り
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
く
。

総
務
部
長
　
先
進

地
へ
の
視
察
研
修

な
ど
公
務
と
し
て
の
利
用

の
他
、住
民
相
互
の
交
流
を

深
め
た
り
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
強
化
を
図
る
た
め

の
有
効
な
手
段
と
し
て
、町

は
平
成
５
年
に
大
型
バ
ス

（
56
席
）、平
成
９
年
に
マ
イ

町
有
バ
ス（
大
型
バ
ス
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

の
今
後
に
つ
い
て

大久保一敏 議員 
（無所属）

鎌倉文枝 議員 
（無所属）

一般質問
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事
業
結
果
等
を
管
理
者
と
共
有
し
、適
切
な

管
理
を
行
う
こ
と
で
安
全
を
確
保
す
る

平
成
30
年
７
月
豪

雨
に
お
い
て
、西

日
本
の
た
め
池
32
カ
所
が

決
壊
し
、
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。町
内
に
あ
る

58
カ
所
の
た
め
池
に
つ
い

て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

点
検
や
法
律
に
基
づ
く
防

を
伺
う
。①
詳
し
い
事
業
内

容
と
進
捗
状
況
。②
改
修
の

必
要
な
個
所
が
発
見
さ
れ

た
場
合
、改
修
工
事
に
至
る

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

理
事
　
①
令
和
４

年
７
月
29
日
に
奈

良
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
と
委
託
契
約
を
締

結
。事
業
内
容
は
、
目
視
に

よ
る
堤
体
漏
水
調
査
、堤
体

変
形
調
査
、洪
水
吐
変
形
調

査
を
行
い
、デ
ー
タ
を
取
り

ま
と
め
た
後
、た
め
池
の
劣

化
評
価
を
行
う
。ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、８
月
：
作
業

計
画
に
つ
い
て
協
議
、９
月
：

各
水
利
組
合
と
調
査
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
、10
月
〜

１
月
：
現
地
調
査
、２
月
：

デ
ー
タ
取
り
ま
と
め
、３
月
：

た
め
池
の
劣
化
評
価
を
予

定
し
て
い
る
。令
和
５
年
度

は
、AA
種（
堤
体
下
流
域
に

住
宅
地
等
が
あ
る
た
め
池
）

の
６
つ
の
た
め
池
に
お
い

て
地
震
耐
性
評
価（
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
）を
実
施
し
、
堤

体
の
健
全
性
を
確
認
す
る
。

そ
の
後
劣
化
状
況
評
価
も

併
せ
て
総
合
的
評
価
を
行

い
、防
災
工
事
の
必
要
性
を

判
断
し
て
い
く
。②
令
和
６

年
度
以
降
、防
災
工
事
が
必

要
な
場
合
は
、優
先
順
位
を

付
け
、国
や
県
の
補
助
を
受

け
計
画
的
に
進
め
る
。現
在

ま
で
の
調
査
の
結
果
、緊
急

に
整
備
を
必
要
と
す
る
た

め
池
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、引
き
続
き
た
め
池

管
理
者
と
情
報
共
有
を
行

い
、適
切
な
管
理
を
行
う
こ

と
で
安
全
を
確
保
し
て
い

く
。

【
要
望
】工
事
が
必
要
と
な
っ

た
時
、速
や
か
な
着
工
に

向
け
、早
い
段
階
か
ら
水

利
組
合
と
協
議
を
進
め
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

災
重
点
た
め
池
の
選
定
、水

利
組
合
に
よ
る
た
め
池
パ

ト
ロ
ー
ル
業
務
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。そ
し
て
令
和
４

年
度
は
、40
カ
所
の
防
災
重

点
た
め
池
を
対
象
に
、「
た

め
池
劣
化
状
況
評
価
事
業
」

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、こ

の
事
業
に
関
し
次
の
２
点

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

自
ら
の
意
思
で
他

人
や
地
域
社
会
の
た
め
に
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

行
動
で
、王
寺
町
に
お
い
て

も
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々

に
よ
り
地
域
が
支
え
ら
れ

て
い
る
。今
後
、活
動
を
し

現
状
は
、
91
団
体
あ
る
Ｃ
Ｃ

Ｃ
活
動
、
14
団
体
あ
る
花

い
っ
ぱ
い
運
動
の
他
、見
守

り
ネ
ッ
ト
、サ
ロ
ン
活
動
、子

ど
も
食
堂
と
い
っ
た
地
域
福

祉
に
関
す
る
活
動
や
交
通

安
全
、健
康
福
祉
、子
ど
も
の

健
全
育
成
、文
化
芸
術
、観

光
関
連
な
ど
50
団
体
あ
る
。

令
和
５
年
度
で
は
、こ
れ
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
へ

の
情
報
提
供
や
仲
介
を
行
っ

て
い
く
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
促
進
に
向
け
て
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
地
域
や

テ
ー
マ
に
よ
り
大
き
な
単
位

で
束
ね
、横
の
つ
な
が
り
が

持
て
る
組
織
を
含
め
た
仕

組
み
が
必
要
で
あ
り
、受
け

皿
と
し
て
、昨
年
4
月
に
制

定
し
た「
王
寺
町
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
」の
中
で
明
文

化
し
た
、「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」 

が
そ
の
役
割
を
担
う
組

織
だ
と
考
え
て
い
る
。町
の

将
来
像
を
地
域
と
行
政
で
共

有
し
、課
題
解
決
を
行
っ
て
い

く「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」の

組
織
づ
く
り
を
軸
に
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
・
支
援

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。ま
ち
づ
く

り
協
議
会
を
設
立
し
運
営

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、人
・

活
動
拠
点
・
活
動
経
費
の
3

つ
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
、町
と
し
て
そ
の
支
援
の

あ
り
方
の
検
討
も
今
後
必

要
で
あ
る
。「
自
分
た
ち
の

町
を
よ
く
し
た
い
」と
願
う

人
達
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
て
地
域
へ
参
画

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」設

立
推
進
を
通
し
て
図
っ
て

い
く
。

【
要
望
】ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る

役
割
周
知
・
広
報
を
充
実
さ

せ
、活
動
参
加
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

て
み
た
い
、広
げ
た
い
、つ

な
げ
た
い
と
い
う
思
い
の

方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、王
寺
町

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
す
る
現
状
、促
進
・
支
援

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長
　
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の

た
め
池
劣
化
状
況
評
価
事
業
に
つ
い
て

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」設
立
推
進
を

通
し
て
図
っ
て
い
く

王
寺
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
現
状
、

促
進
・
支
援
に
つ
い
て

坂下早苗 議員 
（公明党）

北村達夫 議員 
（無所属）
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店
舗
の
代
替
地
取
得
と
新
規
バ
ス
路
線

実
現
に
向
け
協
議
を
継
続
し
て
い
く

町
長
の
公
約
で
あ

る
国
道
１
６
８
号

拡
幅
工
事
に
伴
っ
て
、畠

田
駅
進
入
の
道
路
拡
幅
と

駅
前
開
発
の
計
画
が
発
表

さ
れ
、薬
局
の
買
収
、駅
前

の
一
部
民
家
、国
道
に
面

し
た
ガ
レ
ー
ジ
店
舗
の
撤

去
も
進
ん
で
い
る
。ま
た

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、現
在
の
駅
前
整
備

の
状
況
と
駅
前
に
バ
ス
を

導
入
す
る
計
画
の
見
直
し

が
あ
る
の
か
を
伺
う
。

理
事
　
本
事
業
は

平
成
29
年
度
よ
り

駅
前
広
場
整
備
を
進
め
て

お
り
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
金
融
機
関
、駐
輪
場
、

交
番
等
の
配
置
を
想
定
し

て
い
る
。現
在
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
移
転
先
に

つ
い
て
は
地
域
の
皆
様
に

と
っ
て
不
便
と
な
ら
な
い

場
所
を
検
討
さ
れ
て
お
り
、

町
と
し
て
も
店
舗
代
替
地

の
取
得
に
協
力
、連
携
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
畠
田
駅
は
交
通
結
節

点
と
し
て
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
、バ
ス
路
線
網
の

再
編
を
進
め
る
方
針
で
あ

る
。バ
ス
導
入
計
画
に
つ
い

て
は
変
更
せ
ず
、畠
田
駅
を

起
終
点
と
し
た
新
た
な
バ

ス
路
線
や
馬
見
丘
陵
公
園

へ
ア
ク
セ
ス
す
る
路
線
に

つ
い
て
近
隣
の
上
牧
町
、河

合
町
や
奈
良
交
通
を
は
じ

め
関
係
機
関
と
の
協
議
を

継
続
し
て
い
く
。用
地
取
得

に
つ
い
て
は
、駅
前
が
38
％

で
国
道
１
６
８
号
の
本
町

１
丁
目
交
差
点
か
ら
畠
田

４
丁
目
交
差
点
ま
で
の
未

供
用
部
分
は
１
０
０
％
取

得
済
み
で
あ
る
。

【
要
望
】畠
田
駅
前
広
場
か

ら
馬
見
丘
陵
へ
行
く
新
規

バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、住

民
か
ら
賛
同
の
意
見
を
私

自
身
は
聞
い
た
こ
と
が
な

く
、地
元
の
関
心
は
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
行
先
で

あ
る
。国
道
１
６
８
号
と
畠

田
駅
の
距
離
は
１
０
０
ｍ
弱

で
、駅
前
に
バ
ス
を
導
入
し

な
け
れ
ば
現
在
の
場
所
で

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
営

業
で
き
る
。住
民
の
一
番
の

不
安
を
十
二
分
に
考
慮
し

た
計
画
の
見
直
し
を
要
望

す
る
。

駅
前
金
融
機
関
も
移
転
し
、

現
在
既
に
建
築
中
で
あ
る
。

し
か
し
、地
元
の
住
民
生
活

に
密
着
し
た
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
移
転
先
が

未
だ
進
展
し
て
い
な
い
。町

も
実
現
に
向
け
て
奔
走
し

て
い
る
が
、進
展
す
る
気
配

は
無
く
、困
難
を
極
め
て
い

畠
田
駅
前
の
今
後
の
開
発
に
つ
い
て

大
規
模
修
繕
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
、大
型
バ
ス
は

廃
車
し
民
間
委
託
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
買
い
替
え

現
在
、町
が
保
有
す

る
大
型
バ
ス
と
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
は
か
な
り
古

く
、自
動
車
排
気
ガ
ス
規
制

に
対
応
し
て
い
な
い
た
め
、

行
き
先
が
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
バ
ス
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
運
用
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

ク
ロ
バ
ス
（
28
席
）
を
購
入

し
た
。利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、コ
ロ
ナ
前
の
平
成
29
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
の
３

年
間
の
平
均
で
、大
型
バ
ス

が
年
間
70
回
、マ
イ
ク
ロ
バ

ス
が
78
回
の
利
用
が
あ
っ

た
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
２

年
か
ら
現
在
ま
で
は
乗
車

人
数
の
制
限
や
研
修
の
中

止
等
に
よ
り
、大
型
バ
ス
が

年
間
22
回
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス

が
18
回
と
利
用
回
数
が

減
っ
て
い
る
。今
後
の
町
有

バ
ス
の
運
用
の
考
え
方
と

し
て
は
、大
型
バ
ス
に
つ
い

て
は
購
入
か
ら
28
年
が
経

過
し
て
お
り
、自
動
車
排
気

ガ
ス
規
制
に
よ
り
乗
り
入

れ
で
き
な
い
地
域
も
あ
る

こ
と
か
ら
、更
新
を
検
討
す

る
時
期
と
認
識
し
て
い
る

が
、購
入
す
る
と
な
る
と
多

額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、現
行
の
大
型
バ
ス
に

大
規
模
修
繕
が
必
要
と

な
っ
た
時
点
で
廃
車
し
、新

規
購
入
せ
ず
に
民
間
バ
ス

会
社
へ
委
託
す
る
形
で
の

運
用
を
考
え
て
い
る
。ま
た

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
購
入
か

ら
25
年
が
経
過
し
て
い
る

が
、走
行
距
離
は
約
12
万
キ

ロ
程
度
と
少
な
い
た
め
、大

規
模
修
繕
が
発
生
し
な
い

限
り
継
続
し
て
運
行
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。大
規

模
修
繕
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
は
、大
型
バ
ス
と
異
な

り
、
民
間
バ
ス
会
社
へ
の
委

託
よ
り
も
新
車
購
入
の
方
が

費
用
面
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。バ
ス
の
運

用
に
つ
い
て
は
、
現
在
各
種

団
体
に
燃
料
代
や
高
速
道

路
使
用
料
等
の
実
費
負
担

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

大
型
バ
ス
を
民
間
バ
ス
会
社

に
委
託
す
る
と
経
費
は
増
え

る
が
、
利
用
団
体
の
負
担
が

現
状
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
補

助
制
度
の
創
設
も
検
討
し
、

今
後
も
で
き
る
限
り
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
く
。

総
務
部
長
　
先
進

地
へ
の
視
察
研
修

な
ど
公
務
と
し
て
の
利
用

の
他
、住
民
相
互
の
交
流
を

深
め
た
り
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
強
化
を
図
る
た
め

の
有
効
な
手
段
と
し
て
、町

は
平
成
５
年
に
大
型
バ
ス

（
56
席
）、平
成
９
年
に
マ
イ

町
有
バ
ス（
大
型
バ
ス
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

の
今
後
に
つ
い
て

大久保一敏 議員 
（無所属）

鎌倉文枝 議員 
（無所属）
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国
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
い
、非
課
税
世
帯
へ
の

現
金
支
給
と
全
世
帯
へ
雪
丸
振
興
券
を
発
行

昨
今
の
物
価
高
に

お
け
る
支
援
策
と

し
て
、一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
）に
基
づ
く
生

活
支
援
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
こ
で
決
定
ま
で
の
経
緯

と
根
拠
、及
び
期
待
さ
れ

る
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

は
、住
民
の
生
活
支
援
と
併

せ
て
町
内
事
業
所
の
負
担

軽
減
や
消
費
喚
起
に
よ
る

事
業
者
支
援
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、双
方
が
メ
リ

ッ
ト
を
享
受
で
き
る
施
策

と
し
て
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。本
年
９
月
に
は
、新

た
に「
電
力・ガ
ス・食
料
品

等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地

方
交
付
金
」が
創
設
さ
れ

た
。こ
の
交
付
金
に
つ
い
て

は
国
か
ら
の
推
奨
事
業
メ

ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
て
お

り
、従
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
よ
り
も
自
由
度

が
低
く
、全
世
帯
一
律
の
水

道
料
金
減
免
と
い
っ
た
事

業
も
対
象
外
と
な
っ
た
。そ

の
た
め
、国
の
推
奨
事
業
メ

ニ
ュ
ー
に
明
記
さ
れ
て
い

る
消
費
下
支
え
等
を
通
じ

た
生
活
者
支
援
と
し
て
住

民
と
事
業
者
双
方
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
雪
丸
振
興
券

を
発
行
し
た
。雪
丸
振
興

券
に
つ
い
て
は
、使
用
期

間
を
令
和
４
年
12
月
10
日

か
ら
令
和
５
年
２
月
15
日

ま
で
と
し
、年
末
年
始
の
消

費
を
促
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。事
業
者
に
は
雪

丸
振
興
券
を
１
つ
の
契
機

と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
継
続
的
な
町
内
消

費
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
。

【
要
望
】町
内
に
は
、多
く
の

事
業
所
や
店
が
営
業
し
て

い
る
。そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中

小
零
細
企
業
や
個
人
商
店

で
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

需
要
の
回
復
が
進
ま
な
い

中
で
の
物
価
高
に
よ
り
、事

業
所
に
と
っ
て
は
こ
れ
か

ら
正
念
場
を
迎
え
る
。今
後

の
支
援
策
に
お
い
て
は
、住

民
や
議
会
の
声
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、時
世
に
応
じ
た

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
配
分
を

願
う
。

総
務
部
長

　新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
町
独
自
の

生
活
支
援
、事
業
者
支
援
施

策
と
し
て
様
々
な
分
野
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、特
に

地
域
振
興
券
の
発
行
や
水

道
料
金
の
減
免
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
に
お
け
る

生
活
支
援
策
に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
は
、日

常
生
活
の
不
便
さ
、

特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
困
難
に
し
、生
活
の

質
を
落
と
す
原
因
に
な

る
。ま
た
会
話
に
よ
っ
て

脳
に
入
る
情
報
が
少
な
く

な
る
た
め
に
、脳
機
能
の

低
下
に
つ
な
が
り
、鬱
や

身
と
も
に
健
や
か
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、認
知
症
の

予
防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
、

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。こ
の
補
助

制
度
創
設
に
つ
い
て
、町
の

考
え
を
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
部
長

　

助
成
制
度
の
創
設

に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
６

月
議
会
に
お
い
て
質
問
が

あ
っ
た
が
、そ
の
時
は「
国

に
お
い
て
補
聴
器
が
認
知

機
能
低
下
予
防
に
効
果
的

か
を
研
究
中
で
あ
り
、結
果

を
見
極
め
て
か
ら
、必
要
で

あ
れ
ば
国・県
に
公
的
支
援

制
度
の
創
設
を
要
望
し
て

い
き
た
い
」と
回
答
し
た
。

今
年
度
を
目
途
に
研
究
結

果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、今

の
と
こ
ろ
公
表
さ
れ
て
い

な
い
。一
方
全
国
で
は
、補

聴
器
購
入
費
用
に
対
す
る

自
治
体
独
自
の
助
成
制
度

を
創
設
す
る
動
き
は
広
ま

っ
て
い
る
が
、そ
の
対
象
者

や
助
成
額
等
に
つ
い
て
は

ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
い
る
。

県
内
で
も
助
成
制
度
を
創

設
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、制
度
開
始
か
ら
数
カ

月
と
い
う
状
況
の
た
め
、そ

の
有
効
性
は
２
年
か
ら
３

年
の
経
過
後
に
見
極
め
る

べ
き
で
あ
る
。王
寺
町
と
し

て
は
、ま
ず
は
国
の
研
究
結

果
の
公
表
を
待
っ
て
有
効

性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、対
象

者
の
要
件
や
助
成
額
等
の

基
準
が
適
切
に
設
計
さ
れ

た
公
的
支
援
制
度
を
早
急

に
創
設
す
べ
き
と
し
て
、国

に
対
し
て
強
く
要
望
し
て

い
く
。

【
要
望
】急
速
に
全
国
で
助

成
制
度
が
広
が
る
中
、王
寺

町
も
早
急
に
助
成
制
度
の

創
設
を
懇
願
す
る
。

認
知
症
発
症
へ
の
影
響
が

考
え
ら
れ
て
い
る
。奈
良
県

内
で
は
三
郷
町
と
斑
鳩
町
、

全
国
で
は
１
２
０
市
区
町

村
が
加
齢
性
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
に
補
助
を
行
っ

て
い
る
。補
聴
器
の
更
な
る

普
及
で
高
齢
に
な
っ
て
も

生
活
の
質
を
落
と
さ
ず
心

国
が
有
効
性
を
認
め
れ
ば
、公
的
支
援
制
度
を

早
急
に
創
設
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
町
独
自
の
補
助
制
度
の
創
設
を

玉守数叔 議員 
（無所属）

小山郁子 議員 
（日本共産党）
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画
で
も
示
し
て
い
る
と
お
り
、

「
廃
止
も
含
め
、機
能
を
ど
こ

に
移
管
す
る
か
検
討
」す
る
中

で
、学
校
プ
ー
ル
を
地
域
開
放

し
、そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

久
度
に
あ
る
銭
湯
の

存
続
に
不
安
の
声
が

あ
が
っ
て
い
る
。中
央
公
民

館
跡
地
で
整
備
さ
れ
る
防
災

拠
点
施
設
に
入
浴
施
設
を
併

設
で
き
な
い
か
。

まちなみウォッチング 審
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
学
校
プ
ー
ル
の

地
域
開
放
と
近
隣
プ
ー
ル
へ
の
利
用
助
成
、

幼
児
向
け
の
親
水
空
間
の
整
備
を
進
め
る

舟
戸
町
営
プ
ー
ル
は

長
年
町
民
に
親
し
ま

れ
、プ
ー
ル
の
存
在
は
愛
着
の

持
て
る
住
み
や
す
い
町
の
実

現
に
大
き
く
寄
与
す
る
。プ
ー

ル
存
続
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長

１１
月
２９
日
開
催
の

社
会
教
育
委
員
兼
公
民
館

各
団
体
に
持
ち
帰
り
意
見
を

聞
き
、来
年
度
は
県
営
プ
ー
ル

の
利
用
助
成
等
を
継
続
し
た

上
で
施
設
の
在
り
方
は
議
論

を
重
ね
る
べ
き
と
の
意
見
を

い
た
だ
い
た
。こ
う
し
た
意
見

を
踏
ま
え
、今
後
は
学
校
プ
ー

ル
の
地
域
開
放
や
幼
児
向
け

親
水
空
間
の
整
備
、近
隣
プ
ー

ル
へ
の
利
用
助
成
に
つ
い
て

丁
寧
な
説
明
を
重
ね
て
い
く
。

２
0
6
0
年
ま
で

年
少
人
口
が
約
3

千
人
と
多
く
、ま
た
学
校

プ
ー
ル
の
開
放
は
管
理
面
の

問
題
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、舟
戸
プ
ー
ル
の
存
続
は

必
要
で
は
な
い
の
か
。

教
育
長

　舟
戸
町
営

プ
ー
ル
を
継
続
す
る

場
合
、老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
全
体
的
な
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
が
必
要
と
な
る
。王
寺

町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

理
事
　
銭
湯
は
後

継
者
の
問
題
等
で

近
い
将
来
、廃
業
が
見
込
ま

れ
、入
浴
者
の
約
9
割
が
使

用
さ
れ
て
い
る「
高
齢
者
優

待
入
浴
券
」の
見
直
し
は
喫

緊
の
課
題
と
承
知
し
て
お

り
、経
営
者
の
意
向
も
確
認

し
た
上
で
後
継
者
確
保
の
手

段
を
調
査
し
た
い
。ま
た
防

災
施
設
に
入
浴
施
設
併
設
の

考
え
は
な
い
が
、民
間
企
業

へ
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を

行
う
際
に
は
、温
浴
施
設
の

可
能
性
を
問
い
た
い
。

運
営
審
議
会
で
利
用
者
の
減

少
、費
用
対
効
果
が
低
い
こ

と
、立
地
面
で
も
大
規
模
工
事

が
困
難
等
の
理
由
で
再
整
備

は
考
え
に
く
く
、別
の
場
所
で

の
大
型
総
合
プ
ー
ル
新
設
も

多
額
の
費
用
が
必
要
と
説
明

を
行
っ
た
。審
議
会
か
ら
は
、

さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
た
め

舟
戸
町
営
プ
ー
ル
は
存
続
を

幡野美智子 議員 
（日本共産党）

北
エ
リ
ア
に
お
け
る
入
浴
施
設
の

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

王寺町はたちのつどい
(令和５年１月９日開催)

　毎年の恒例行事として「成人式」が行われていましたが、昨年
４月から成年年齢が１８歳に引き下げられたため、今年度から
名称も新たに「はたちのつどい」として開催されました。
※対象者：２２７名、参加者：１５８名

　会場となった文化福祉センターでは、真新しいスーツや色鮮
やかな振袖に身を包んだ２０歳の若者たちの笑顔があふれてい
ました。
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国
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
い
、非
課
税
世
帯
へ
の

現
金
支
給
と
全
世
帯
へ
雪
丸
振
興
券
を
発
行

昨
今
の
物
価
高
に

お
け
る
支
援
策
と

し
て
、一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
）に
基
づ
く
生

活
支
援
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
こ
で
決
定
ま
で
の
経
緯

と
根
拠
、及
び
期
待
さ
れ

る
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

は
、住
民
の
生
活
支
援
と
併

せ
て
町
内
事
業
所
の
負
担

軽
減
や
消
費
喚
起
に
よ
る

事
業
者
支
援
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、双
方
が
メ
リ

ッ
ト
を
享
受
で
き
る
施
策

と
し
て
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。本
年
９
月
に
は
、新

た
に「
電
力・ガ
ス・食
料
品

等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地

方
交
付
金
」が
創
設
さ
れ

た
。こ
の
交
付
金
に
つ
い
て

は
国
か
ら
の
推
奨
事
業
メ

ニ
ュ
ー
が
提
示
さ
れ
て
お

り
、従
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
よ
り
も
自
由
度

が
低
く
、全
世
帯
一
律
の
水

道
料
金
減
免
と
い
っ
た
事

業
も
対
象
外
と
な
っ
た
。そ

の
た
め
、国
の
推
奨
事
業
メ

ニ
ュ
ー
に
明
記
さ
れ
て
い

る
消
費
下
支
え
等
を
通
じ

た
生
活
者
支
援
と
し
て
住

民
と
事
業
者
双
方
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
雪
丸
振
興
券

を
発
行
し
た
。雪
丸
振
興

券
に
つ
い
て
は
、使
用
期

間
を
令
和
４
年
12
月
10
日

か
ら
令
和
５
年
２
月
15
日

ま
で
と
し
、年
末
年
始
の
消

費
を
促
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。事
業
者
に
は
雪

丸
振
興
券
を
１
つ
の
契
機

と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
き
、

今
後
の
継
続
的
な
町
内
消

費
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
。

【
要
望
】町
内
に
は
、多
く
の

事
業
所
や
店
が
営
業
し
て

い
る
。そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中

小
零
細
企
業
や
個
人
商
店

で
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

需
要
の
回
復
が
進
ま
な
い

中
で
の
物
価
高
に
よ
り
、事

業
所
に
と
っ
て
は
こ
れ
か

ら
正
念
場
を
迎
え
る
。今
後

の
支
援
策
に
お
い
て
は
、住

民
や
議
会
の
声
も
取
り
入

れ
な
が
ら
、時
世
に
応
じ
た

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
配
分
を

願
う
。

総
務
部
長

　新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
た
町
独
自
の

生
活
支
援
、事
業
者
支
援
施

策
と
し
て
様
々
な
分
野
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、特
に

地
域
振
興
券
の
発
行
や
水

道
料
金
の
減
免
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
に
お
け
る

生
活
支
援
策
に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
は
、日

常
生
活
の
不
便
さ
、

特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
困
難
に
し
、生
活
の

質
を
落
と
す
原
因
に
な

る
。ま
た
会
話
に
よ
っ
て

脳
に
入
る
情
報
が
少
な
く

な
る
た
め
に
、脳
機
能
の

低
下
に
つ
な
が
り
、鬱
や

身
と
も
に
健
や
か
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、認
知
症
の

予
防
や
健
康
寿
命
の
延
伸
、

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。こ
の
補
助

制
度
創
設
に
つ
い
て
、町
の

考
え
を
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
部
長

　

助
成
制
度
の
創
設

に
つ
い
て
は
、令
和
３
年
６

月
議
会
に
お
い
て
質
問
が

あ
っ
た
が
、そ
の
時
は「
国

に
お
い
て
補
聴
器
が
認
知

機
能
低
下
予
防
に
効
果
的

か
を
研
究
中
で
あ
り
、結
果

を
見
極
め
て
か
ら
、必
要
で

あ
れ
ば
国・県
に
公
的
支
援

制
度
の
創
設
を
要
望
し
て

い
き
た
い
」と
回
答
し
た
。

今
年
度
を
目
途
に
研
究
結

果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、今

の
と
こ
ろ
公
表
さ
れ
て
い

な
い
。一
方
全
国
で
は
、補

聴
器
購
入
費
用
に
対
す
る

自
治
体
独
自
の
助
成
制
度

を
創
設
す
る
動
き
は
広
ま

っ
て
い
る
が
、そ
の
対
象
者

や
助
成
額
等
に
つ
い
て
は

ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
い
る
。

県
内
で
も
助
成
制
度
を
創

設
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、制
度
開
始
か
ら
数
カ

月
と
い
う
状
況
の
た
め
、そ

の
有
効
性
は
２
年
か
ら
３

年
の
経
過
後
に
見
極
め
る

べ
き
で
あ
る
。王
寺
町
と
し

て
は
、ま
ず
は
国
の
研
究
結

果
の
公
表
を
待
っ
て
有
効

性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、対
象

者
の
要
件
や
助
成
額
等
の

基
準
が
適
切
に
設
計
さ
れ

た
公
的
支
援
制
度
を
早
急

に
創
設
す
べ
き
と
し
て
、国

に
対
し
て
強
く
要
望
し
て

い
く
。

【
要
望
】急
速
に
全
国
で
助

成
制
度
が
広
が
る
中
、王
寺

町
も
早
急
に
助
成
制
度
の

創
設
を
懇
願
す
る
。

認
知
症
発
症
へ
の
影
響
が

考
え
ら
れ
て
い
る
。奈
良
県

内
で
は
三
郷
町
と
斑
鳩
町
、

全
国
で
は
１
２
０
市
区
町

村
が
加
齢
性
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
に
補
助
を
行
っ

て
い
る
。補
聴
器
の
更
な
る

普
及
で
高
齢
に
な
っ
て
も

生
活
の
質
を
落
と
さ
ず
心

国
が
有
効
性
を
認
め
れ
ば
、公
的
支
援
制
度
を

早
急
に
創
設
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
町
独
自
の
補
助
制
度
の
創
設
を

玉守数叔 議員 
（無所属）

小山郁子 議員 
（日本共産党）
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発
行
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使用しています。

４
日
　
全
員
協
議
会

７
日
　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

８
日
　
北
葛
城
郡
･
生
駒
郡
議
長
会
合
同
研
修
会

９
日
　
全
国
町
村
議
会
議
長
会
全
国
大
会

14
日
　
行
政
視
察
受
入（
鹿
児
島
県
垂
水
市
議
会
５
名
）

25
日
　
例
月
出
納
検
査

25
日
　
全
員
協
議
会
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

26
日
〜
27
日
　
全
国
人
権
･
同
和
教
育
研
究
大
会

29
日
　
議
会
運
営
委
員
会

２
日
　
議
案
説
明
会

６
日
〜
15
日
　
第
４
回
定
例
会
・
各
種
委
員
会

19
日
　
西
和
７
町
連
絡
協
議
会

22
日
　
奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会
･
意
見
交
換
会

23
日
　
定
期
監
査

27
日
　
奈
良
県
市
町
村
事
務
組
合
議
会

11
日
　
北
葛
城
郡
町
議
会
議
長
会

11
日
〜
12
日
　
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
町
村
議
会
議
員
研
修
）

12
日
　
奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会
全
議
員
研
修

13
日
　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

17
日
　
葛
城
清
掃
事
務
組
合
議
会
議
員
構
成
検
討
会
議

19
日
〜
20
日
　
奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会
県
外
研
修

23
日
〜
24
日
　
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　
　
　
　
　
　（
市
町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
）

25
日
　
例
月
出
納
検
査

◆
議
会
の
お
も
な
動
き
◆

11
月

12
月

1
月

議員の辞職の
許可について

奈良県町村議会議長会全議員研修

　令和４年１２月２６
日、若林かずみ議員か
ら議員辞職願が中川
義弘議長に提出され
ました。地方自治法第
１２６条ただし書の規
定により、同日付けで
議長がこれを許可し
ましたので、お知らせ
します。

　令和５年１月１２日、いかるがホール
にて、奈良県町村議会議員研修会が開
催されました。　講師にはテレビでおな
じみの弁護士　山岸久朗氏が迎えら
れ、「弁護士目線で見る最近の時事・くら
しの問題」を演題に、遺言の方法の違い
による相続問題等について、テレビ出演
の経験談を交えながら、ご講演いただ
きました。

　令和４年第４回（１２月）定例会の開会に先立ち、議場コンサートを開催しました。　議場コンサート
は町民の皆様に、音楽を通じて町議会に興味を持っていただくともに、王寺町文化協会に所属されてい
る団体に演奏の機会を提供するため、昨年度より開催しています。　６回目となる今回は、箏曲部の皆
様による演奏をお届けしました。※次回、令和５年６月定例会にて開催予定。

第6回　2022.12.6


